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【校訓】 元気よく 仲よく 力いっぱい                  

「特別の教科 道徳」で学ぶこと 
新学期がスタートして３週間が経とうとしています。１年生は新しい学校に、２～６年生は新しいクラスにそろそろ慣れてきて、笑顔が溢れています。お

かげさまで、令和５年度も順調なスタートを切ることができました。保護者の皆様の温かいご支援に感謝申し上げます。 

さて、子どもたちは、毎日教室で国語や算数などの教科といわれる勉強をしています。国語なら、漢字を覚えれば、その漢字を使って文章が書けるよ

うになります。算数なら、九九を覚えれば、それを使って文章問題を解けるようになります。国語や算数の勉強は、覚えたことがそのまま自分の力となり、

すぐに役立つようになります。でも、道徳科の勉強は、そのようにはいきません。たとえば、「いじめはいけない」ということを道徳科の授業で勉強しても、

クラスでいじめが起こったら、「やめろよ！」と言えません。なぜならば、注意したら、今度は自分がいじめられるからです。だから、多くは見て見ぬふりをし

ます。しかし、いじめをそのままにしていたらどうでしょう。その子は、ずっといじめられてしまいます。だから、「やめろよ！」と言えなくても、自分のできる範

囲で、何かをすることが大切です。たとえば、先生に知らせたり、友だちと一緒に声をかけたりすることなどです。それなら、できるはずです。このように、

道徳科の授業で勉強したことは、国語や算数と違って、覚えたことがすぐには力になりませんが、自分のできる範囲で、できることは何かを考えることは

できます。そして、考えたことを少しでも多く実践できるようにするのが道徳科の授業なのです。 

 

《４月６日（木） 「着任式・始業式」》 

  新たに７名の教職員を迎え、着任式を

行った後、始業式を行いました。あいにく

運動場の状態が悪く、各教室でのリモート

開催となりましたが、全児童が良い姿勢

で臨んでいました。新しい学年になり、笑

顔が溢れ、わくわくしている気持ちが伝わってきました。 

《４月７日（金） １年「入学式」》 

  ３年ぶりに来賓の方々に来ていただき、

入学式を実施しました。新しく入学してき

たピカピカの１年生は４８名です。どの子

もきらきらした瞳で臨んでいました。これ

からの成長が楽しみです。 

《４月１７日（月）「給食開始」》 

  たつの市中央給食センターより、給食が

届けられました。初日は、赤飯やお祝いゼ

リーが出され、おいしくいただくことができ

ました。日が経つにつれて、慣れてくれれ

ばと思っています。 

《４月１７日（月） ３年「リコーダー講習会」》 

  たつの市音楽協会より講師の方に来て

いただき、リコーダー講習会を実施しまし

た。リコーダーの歴史や基本的なことを学

んだ後、実際に音を出してみました。その

後、いろいろなリコーダーを紹介してもらい

ました。子どもたちは、リコーダーの音色に聞き入っていました。 

《４月１８日（火） ６年「学力学習状況調査」》 

  ６年生が学力学習状況調査に挑戦しま

した。最後まであきらめることなく、真剣に

取り組む姿がすばらしかったです。国語と

算数について、今後必要とされる力が問

われていました。 

《４月１９日（水） １・４年「交通安全教室」》 

  警察の方や地域の交通安全協会の方

に来ていただき、交通安全教室を実施し

ました。１年生は歩行について、４年生は

自転車の走行や命の大切さについて学

びました。 

《４月２０日（木） 「特別支援学級開級式」》 

  特別支援学級在籍の児童と保護者の

方々を招いて、令和５年度特別支援学級

開級式を実施しました。子どもたちは一人

一人、今年度の目標を発表しました。しっ

かり、目標をもち自分のペースで日々を積

み上げ、力をつけていってほしいと思います。 

《４月 「新体力テスト（測定）」》 

  ５０ｍ走、握力、ソフトボール投げ、２０ｍ

シャトルラン、立ち幅跳び、反復横跳び、長

座体前屈、上体起こしの８つの種目に全

学年が挑戦をしています。健康な体づくり

を継続的にしていってほしいと思います。 

《４月２４日（月） ６年「馬路川排水機場見学」》 

  ６年生が総合的な学習で、馬路川排水

機場に見学に行きました。建物の中にも

入らせていだだき、１秒間に２１トンもの水

を吐き出すという大きなポンプやそれを動

かす発電機を見せていただきました。 

 

た つ の 市 立 神 部 小 学 校 

〒671-1632  

たつの市揖保川町黍田 434 

TEL 0791-72-3020   

FAX 0791-72-3021 

URL https://kanbesyo.tatsuno.ed.jp 

発行人   校長   岸本  裕希  



令和５年４月２６日 発行（２） 

 

 

 

 

１日 （月）   全校朝会、６年視力検査 

教師出張のため２年～６年一斉下校 

２日 （火）   ４年視力検査、色覚検査（４年希望者） 

  ３日 （水）   憲法記念日 

  ４日 （木）   みどりの日 

  ５日 （金）   こどもの日 

８日 （月）   ２年視力検査 

９日 （火）   ２・４・６年眼科検診、尿検査、 

教師出張のため一斉下校 

１０日 （水）   ５年視力検査、尿検査（予備①）､地区終会 

  PTA本部・正副部長会 

１１日 （木）   ３年視力検査、ALT 

１２日 （金）   クラブ活動、１年視力検査、ALT、定時退勤日 

１３日 （土）   第１回資源回収    ＊雨天時翌日予備日 

１６日 （火）   １・３・５年内科検診 

１８日 （木）   1・3・5眼科検診、ALT、運動会係打合せ 

１９日 （金）   委員会活動、ALT、定時退勤日 

SC（スクールカウンセラー）来校 

２２日 （月）   運動会係打合せ、シルバー来校 

２３日 （火）   １・３・６年歯科検診、運動会予行、一斉下校 

２４日 （水）   尿検査予備② 

２５日 （木）   ALT 

２６日 （金）   ５・６年運動会準備、ALT、定時退勤日、１年移動図書 

２７日 （土）   運動会（午前中開催） 

２８日 （日）   運動会予備日 

２９日 （月）   代休 

  ★毎月２５日は、笑顔の日「ノーゲーム・ノースマホデー」 

《表彰》  ～みなさん、おめでとうございます～ 

★稲美協会杯 

優勝：神部 SC 

 

 

 

 

★家庭訪問ありがとうございました。今年度も希望制による家庭訪問

とさせていただいたところ、ご理解を賜り感謝申し上げます。今後も

担任との連絡を密にし、神部っ子の健やかな成長のために、連携し

てよりよい教育環境づくり進めていければと存じます。よろしくお願

いいたします。 

★児童が毎日かぶる帽子について、お知らせいたします。本校では、男

子児童がキャップタイプの帽子、女子児童がハットタイプの帽子が

定着していますが、特に決めているわけではありません。児童自らの

好みで購入していただければと存じます。 

★定時退勤日について、お知らせいたします。本年度も引き続き、教職

員が心身ともに少しでもゆとりも持って子どもたちと向き合える環境

づくりを進めていこうと、毎週金曜日を「定時退勤日」に位置づけ、

働き方改革を行っています。保護者・地域の皆様には、趣旨をご理

解いただき、ご協力をお願いいたします。 

★５月２日（火）より運動会の練習が始まります。水分補給等の熱中症

対策を講じながら、進めていきます。水筒（お茶・スポーツドリンク）と

汗ふきタオルを持たせてください。 

★子どもたちはヘルメットを着用しているでしょうか？ヘルメットは命を

守る大切な物です。学校でも呼びかけているところですが、お家で

も声かけをお願いいたします。 

★防犯ブザーの確認をお願いいたします。ランドセルについているかど

うかやちゃんと鳴るかどうかの確認をお願いいたします。 

 

 

 

～心も体も生き活きと！世代を超えた交流活動を推進します～ 

「かんべゆめクラブ」では、世代を超えて交流することを通して、心豊

かな共生社会の実現をめざす神部小校区に居住されているみなさん

のクラブです。今年度は、７回程度の交流活動を計画しております。 

【第１回】 

・５月２０日（土） ９：００～ 開講式を予定しております。 
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